
   

       スナモグリ（エビ目スナモグリ科）  

大きさ：体長 5cm 前後。 

特 徴：体形はエビ型であるが、分類学的には異尾類（ヤドカリ類）に属する。 

    泡瀬干潟においては、砂質干潟のところで、石などを静かにどかすと、見られることがある。 

    しばらくすると、その場の砂の中に、後ずさりしながら、潜ってしまう。 

    体は半透明で、下の砂が透けて見える。貝をかぶっているヤドカリの宿（貝）をとってしまったら、 

    こんな形になるのかもしれません。 格好の釣り餌であるらしい。 

  


